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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2020 年５月 15 日に公表した業績予想を下記の通り修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１.業績予想の修正について 

（１）2021 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正(2020 年４月 1日～2020 年９月 30 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当り 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想 (Ａ) 2,100 30 60 80 53.29 

今回発表予想 (Ｂ) 2,302 130 177 190 126.86 

増減額 (Ｂ)－(Ａ) 202 100 117 110 ― 

増減率   (％) 9.6 333.3 195.0 137.5 ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2020 年３月期第２四半期) 
2,249 154 185 166 110.64 

 

（２）2021 年３月期通期連結業績予想数値の修正(2020 年４月 1日～2021 年３月 31 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1 株当り 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想 (Ａ) 4,600 100 150 130 86.59 

今回発表予想 (Ｂ) 4,500 80 130 130 86.59 

増減額 (Ｂ)－(Ａ) △100 △20 △20 0 ― 

増減率   (％) △2.2 △20.0 △13.3 0.0 ― 

(ご参考)前期実績 

(2020 年３月期) 
4,627 224 282 234 156.25 
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２.修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、ばら貨物において、石炭等輸入原燃料

の荷動きが前倒しで堅調に推移したことなどから、期初予想を上回る見込みとなりました。ま

た、利益につきましても、売上高の増加に伴い、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する

四半期純利益が、それぞれ期初予想を上回る見込みとなりました。 

当第２四半期連結累計期間までは、新型コロナウイルス感染症による大きな影響は出ていま

せんでしたが、下半期につきましては、当社が取扱う原材料貨物の中に、市況悪化に伴う荷動

きの低迷や納入先メーカーの減産から、取扱数量を調整する兆しがあることや、外食産業向け

の冷蔵・冷凍貨物における需要の減少の影響が、当社の取扱数量にも及んできていることなど

から、同感染症による物流の停滞が見込まれ、業績は厳しい状況になることが予想されます。 

以上のことから、2021 年３月期通期の連結業績予想につきましては、2020 年５月 15 日に公

表いたしました数値より、売上高は減少する見込みとなり、それに伴い営業利益、経常利益も

減少すると予想しております。しかしながら、今期に見込んでいた特別損失の額が減少するた

め、親会社株主に帰属する当期純利益は期初予想値を確保できる見込みです。 

   
(注)上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


